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論 文 内 容 の 要 旨
太論文は、幕藩制確立期 の商品流通を、まに東北諸藩を素材とし、領主的商品流通のあり方を
実証的に研究しようとしたものである。そして、商品流通を単なる商業機構、商業機能のわくに
とどめず、 全経済構造との関連で考察ずる立場でこの課題を取上げている。 したがって、本論文
は、確立期幕藩領主経済の再生産構造と商品流通との関連を考察することが主題となる。このよ
うな立場からの商品流通史研究は近年進められているが、未だ問題提起の段階で、方法的にも実
証的 にも再検討の必婁がある。諸説に若干の差はある瓜 統一権力の経済的統合を支える全国的
流通機構の存在 を前提とする場合が多いのに対し、「太論文は、幕藩権力は、その集権制にふさわ
しい全国市場を前提として成立 しているのではなく、集権制にふさわしい全国市場が藩権力を支
える領内市場 との関連 をもちつつ形成されてくる、 との考えのもとに考察する。
本論文は、七章十二節か らなり、次の ように構成されている。
第一章 豊臣期の流通構造 一秋田家文書を通 して一
第一節 豊臣氏蔵入地財政の算用構造
第二節 秋田氏財政の算用構造
第三筋 豊臣期秋田の流通構造
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第二章 藩確立期の領内市場 一南部藩を事例として一
第一飾 蔵米市場
第二飾 城下町 。在町 ・市町
第三章 上方廻米の成立 と展開
第一節 北国海運の発達と上方廻米 一秋田藩を中心に一
第二節 西廻海運の発達と上方廻米 一津軽藩の場合を中心に一
第四章 江戸廻米の成立と展開
第一箇 三陸海運の成立 一東廻海運の成立に閾する一考察
第二節 南音階 の江声i廻米
第三節 津軽藩の江戸廻米
第五章 確 立期藩経済 と領国貨幣
第六章 特産物の流通
第一節 紫根の流通
第二節 水産物の流通
第三飾 材木の流通
第七章 給入地方知行制下の貢租形態
以上である。
第一章は、豊臣期に吾ける領主経済の再生産構造を問う観点か ら、秀吉の設置 した出羽秋田の
豊臣氏蔵入地 とその代宿を兼ねた大名秋田氏の財政の算用構造を、商品流通 との閾連のもとに考 遷
察する。 この秋田の豊臣氏蔵入地澄よび秋田氏については、古くは古田良一博士、最近では山口
啓二 山口徹の両氏 らの研究があるが、太章はこれ ら諸研究に欠けているか軽視されている貨幣
流通と商品流通との関連 に視点 を喬いて考察する。
第一節では、豊臣氏蔵入地財政の算用構造について考察する。豊臣氏蔵入地は蔵米を唯一の収
入とし、 これを秋田氏はじめ近隣の諸大名に課 した秋田杉板運上の諸費用およびその廻漕費にあ'.
て、一部の蔵米は代篤秋田氏によ。て秋田で替金され、支出にあてられた。かかる算用関係では、
豊臣氏が秋田伐 を通 じて運上としての秋田杉板と秋田通用の金子を吸い上げる結果となったので
ある。
第二節では、秋田氏財政の算用構造について考察する。収入は物成米と諸役銭を主としへ 秋田
銭の両替価格を求めることによって、諸役銭収入に重:点のある不安定な財政とする山口氏の研究
を訂正 し、物成米をはじめとする現物収奪にその基盤がある点を明 らかにした。支出は六項目に
わけて理解できるが、就中、領内に澄ける物成米その他現物の換金 ・銭の占める割合の大魁(点
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を詣摘する。
第≡:節では、豊臣氏蔵入地、秋田氏の両財政の算用が完結する条件としての、 この期の秋田の
流通構造の特質を究明する。問題点の一は、秋田氏の物成米による金・銀 。銭の貨幣調達がいか
なる流通構造のもとで行なわれたか。他は、 この期の秋田氏の上方廻米と上方送金をどう理解す
るか、 という二点である。前者について諸研究は、蔵米代金とし七上方で調達され秋田に流入 し
ていた と説いている。 しか し、 この理解は取扱商人が上方商人であるところにその根拠を求めて
いるのである。 これに対し、蔵米(物成米)の販売は領内で行なわれ、秋田あるいは近領通用の
貨幣(砂金 も含む)を考えるとき、 また、秋田通用の銭(秋田銭)が上方通用の銭に比して著 し
い悪銭であることか ら、銭が蔵米代金し為替銭として上方より流入したとは考えられない。 この
ような諸点か ら、秋田氏収得の金 。銀 ・銭の多くは、秋田澄よびその近領の通用貨幣であ。たと
いえる。上方と秋田との経済関係は、従来説かれているほど緊密なものではなか。た。そして、
上方での領主支出は、現物(米 が主)の上方廻漕、領内での蔵米販売代金等の上方現送をも。て
賄われていたのである。 したが 。て、豊臣期に全国市場の形成がみられたとは考えられない し、
この期の領主経済が上方と不可分の関係にあったとすることも再検討する必要参あるといわなけ
ればならなレ、。
第二章以下は、 このような豊臣期の流通構造が変化L領 主経済が全国的市場との関連をもち
つつ、幕藩領主として確立する時期の商品流通について考察する。
第二章は、南部藩を事例 として藩成立～確立期に訟ける領内市場の成文と構造を、藩経済の完
結性をさぐる立場で取上げる。第一節では、藩成立期(47世 紀前期)と確立期(同 後期)にお
ける領内の蔵米市場について考察する。その結果、前期は、まだ餌内の藩流通機構が未確立の時
期で、蔵米は年貢取上にあたる代官の手によ。て地払いさ肱 その代金として領内通用の貨幣(領
国貨幣)で ある砂金が吸い上げられることをも。て完結していた。代窟妹豪商的代官で大槌代復
浜田彦兵衛、五戸代官木村杢はその例としてあげられる。 したが 。て、 この段階の領外支出費を
基本的にはこのように領内での蔵米の地払いによって獲得 していたとい うことができる。後期は
藩経済の確立期で、城下町、在町、鉱山、材木山等が主な蔵米市場であoた。城下町は領内最木
の蔵米市場で、領外移出米の確保、城下町の米穀の確保から、域外への流出を禁ずる米留制がと
られた。収奪の強化と蔵米の払出市場のもとでは単なる都市(需要)と農村(供給)の分業関係
にもとつ く流通関係は実現 していないのである。領内各地に存在する在町 も基本的には城下町と
同様の機能をはたした。鉱山は城下町、在町につぐ蔵米市場で、藩の米留瓢 高米価の操作によ
。て他地域から区別された特殊市場であった。材木山も同様で、特に下北半島田名部地域は移入
米をも含めた一大米市場であった。
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第二節では、城下砿 在町澄よび市町の分布 と機能を主たる課題 とする。城下町盛岡が領内市
場の中核として特権的位置を確立するのは寛文期で、域内の取引は主に各町の定期市(三;斎市)
であった。在町は一郡に二ないし三程度存在 し、在町の定期市(主に三斎市)が中心 で、一部は
戦国期～近世初頭の小城下町の市として、一部は寛永末～寛文期に特権市あるいは振銭政策のも
とで市立された。在町は、第一に蔵物(米)澄 よび給人米の払市場、第二に領内の地域間訟よび
他領 との商品流通の起点 あるいは結節点、第三に地域内の農民余剃農作物を中心とする商品流通
の中核、第四に伝馬の諸機能を有 していた。市町は農村内の町役を負担 し町屋敷のある町をさし、
定期市が中心であった。 この市町の定期市は領内で十五例確認され、三斎市で、半数は慶安期ま
でに開設されている。市立は主に在町同様に振銭等の政策によ。て行なわれ、第一に特産物の集
荷市、薦二に伝馬の機能が主であった。
以上 藩確立期の領内市場は、城下町を中核とするが、各地に市町を脇町とする在町が存在 し、
騨 農脚 絃 び同加工品を主翻 とする繊 的樋 騨 耀 立し瀕 内腸 靴 の励 髄
合の市場 として確立 しているということができる。
第三章は、上駈 駐 米腸 とする上方廻米について糠 する.その観点は、幕藩制初期の遠
隔商業の担い手 を廻船問屋=初期豪商に求め、領主米の販売も同様であ。たとする中井、山口両
氏の説に対する疑問か ら出発 し、領主米の流通機構がいかに成立し、いかなる構造をもち、領主
米販売の利潤を誰がどう収得 したかを問うことにあり、 あわせて寛文 ・延宝期の全国的市場の確
立に論及する。
第一節では、秋田藩を事例として、北国海運によ。て展開していた元和 ・寛永期の上方廻米に
っいて考察する。 この時期の秋田藩の蔵米市場は、数量的 にみても鉱山、都市等をかかえる領内
を第一 とし、領外 嵩上方市場はこれに次ぐ地位にあ。た。北国海運の船持商入 二廻漕業者は運賃
と線 米の収得者で、廻漕責任は秋田藩の上乗給人にあった。敦賀廻着後の領主米は多く大津を市
場 とし、販売は大津米価で藩の払米衆(給 人)に よって行なわれた。 したが。て、敦賀の蔵宿(廻
船問屋 捧1=これ ら領主米の保管、大津の蔵宿は売払の機能を担い、秋田 ・大津間の価格差による
利潤はまず第一に藩自身が収得する体制にあ。たということができる。
第二節では、同様の観点から、寛文期に澄ける西廻海運 の確立に伴う上方廻米の展開について
津軽藩を事例に考察する。 貞享四年津軽藩の上方廻米はすべ七大阪廻着 となるが、その一部が大
阪廻着となった寛文一二年以降貞享四年までは敦賀と大阪の両地を廻着地としていた。敦賀を廻
着地とする津軽藩米は第一節の秋田藩米 と同様藩権力の主導のもとに大津で販売されることが多
か6た。それは津軽藩固有の条件によるのではなく敦賀 ・大津の流通機能に規定されるものであ
り、敦賀の地位 を高く評価する小野氏の理解は再考を要する。
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寛文期 の西廻海運の確立は上方廻米機構に大きな変化を一与えた。 良享四年全上方廻米の大阪廻
着 となることによoて従来年間二万五千石の廻米量を五万石に目標 を澄くようにな匂四万石以上
は確保されるようになった。廻漕船は町人蕨元(大阪)の派遣するところとなり、大阪の蔵元"
掛屋等の蔵米販売機構の確立と相倹 って、ここに上方商人が津軽 。大阪間の価格差にもとつく商
業利潤を完全に収得する体制が確立 したということができる。それは大阪の全国的市場に澄ける
中央市場の確立を意味するといえる。
第四章は、江戸を領主米市場とする江戸廻米の成立とその展開にっいて考察するe考察の観点
は前章と同様である。第一飾では、東廻海運の成立を、そ㊧航路を通過する財貨、入畜がいかな
る輪送需要のもとにあるかという祝角か ら再検討し、南部 ・江戸間海運(三陸海運)ではすでに
元和初年に江戸台所物資(米 が主)の廻漕を直接的動機とする海運組織が港の手で行なわれ(藩
船の造船、乗組員の編成等)、三陸海運が展開 していることを論証する。
第二節では、南部藩確立期の江戸廻米が如何に展開したか考察する。最初に 江戸廻米の初期
形態が江戸台所米であることに着目し、それが幕藩制下の軍役である江戸参勤交代に必然的にと
もなう形態で、東廻海運に中心的地位を占める仙台藩の初期廻米形態も江戸台所米であることに
論及する。さらに、地方知行制下に診いては蔵米のみならず給人米の廻漕に必要であった点にふ
れる。
次に、藩確立期の水運機構について考察する。三陸海運は江戸台所米の廻漕に照応するものと
して組織化され、蓮営されているが、慶安期頃より北上川舟運機構が確立し、江 戸廻米は北上川
舟運、石巻 。江戸間海遵に移行する。最後 に、江戸廻米の形態的考察を行なう。江戸廻請負米、
領外払米、下米澄よび雇船による江戸廻漕請負による廻米に分けて考察 し、八戸藩志和領の廻米
形態について も論及する。江戸廻請負米が主体をなすが、それが最終段階で請負商人に販売され
るとしても廻着時の江戸の米価で決済された。南部と江戸閤の価格差による利潤を藩が収得する
体制の もとで行なわれていることを論証する。
第三節では、津軽藩の江:戸廻米について考察する。廻米形態は御米あるいは御膳米で、江戸詰
家中の扶持米そゐ他の使料、役料にあて られたほか市中販売に廻されたと考えられ、基太的には
南部藩の江戸廻米と向様 であった。
次に廻米機構澄よび廻船と利根川舟運め川舟の存在形態について論及する。
第五章は、確立期藩経済がこの時期の貨幣流通の特質、すなわち領国貨幣の存在 とどのような
関連 をもち、 この期の市場関係をどう規定したかを論ずる。具体的には仙台藩の砂金、秋田藩の
秋田銀論 よび津軽藩の貨幣流通について考察する。すなわち、大阪、江戸の中央市場が未確立段
階の領外支出費に、領内での収奪、蔵物(米)の 代金として収得 した領国貨幣の割合の大きい点
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を明らかに し、前:章までの補論とする。
築六章は、確立期の商品流通に占める特産物の比重が大 きい点に着 目し、財政、流通機構との
関連で考察する◎具体的には南部藩の代表的な特産物 である紫根、水産物澄よび材木を取上げ る。
第一節は紫根の流通について考察する。従来砥 とんど取上げられることがなか ったが、農山村の
余業と関連する特産物 として紫根を取上げる。その特質から比較的早 く領外移出品 とな夢、慶安
期には藩が独占的に集荷する紫根買上制が実施される。この買上制は、蔵米の地払い(代米とし
て)に よる砂金での集荷が行なわれ、藩の手を通 じて全国的市場に販売さへ 代金の幕府貨幣の
収得をもって完結 した。
第二節は、水産物の流通について考察する。主に三陸沿岸の水産物を対象とし、最初に政策 と
しての運上制度についてふれる。領内のみならず仙台領、江戸方面の商人の参加によって成立 し
て細り、中心的な渾上制である海川運上の運上金額は千両にものぼ り、材木運上、廻米代金に次
ぐ藩の収入であった。市場は領内澄よび近領に も及んだが、最大は江戸であった。魚種は鮭 干
鱈等で、江戸中期以降三陸水産業の中心となる俵物、干鰯 とは全 く別であ。た点が注目される。
第三箭は、材木の流通について考察する。南部藩の材木産出地として下北半息、内陸部、三陸
沿岸部に分けられるが、主要産出地である下北半昌の壕合について考察する。下北半息の檜材が
他領移出されるのは近世初頭であるが、左格的に全国的布場に登場するのは寛永末年以降で、寛
文期はその最盛期であった。藩は材木搬出か ら他領移出に至るまでの全過程を運上の対象とする
運上制度を実施した。運上金額は六千両にも及び江戸廻米代金を上廻る多額で藩財政の大 きな収 一
入とな?た。水産物同様他領商人も運上請負人として登場し、越前新保、仙台、江戸の商人がみ
られる。材木市場は上方と江戸であった。確立期には初頭与え られた特権的廻漕業者に対する船
役免除は著 しく縮少され、新興の請負商人の支配するところが大きく、彼等は杣取労働の支配か
ら材木移出の実権 をにぎった。寛文十一年直山となり一括運上制疲 は廃止され、地元問屋層に通
ずる藩権力に材木山は支配されるようになる。 この材木山の繁栄は、他領 よりの移入米をもた ら
し、最盛期には実 に一万石(三万六四三二俵)に及んだと推定される、 というように一大米市場
が成立 していたと考え られる。
第七章は、地方知行制下の南部藩の給人財政 と商品流通の関連を究明する意図のもとに、元文
三年の「諸士知行所出物諸品井境書上」の分析を通 して給入貢租体系を明らかにしようとした も
のである。他章の補足的意味をもつ。貢租形態は軍事的 ・政治的条件に規定されなが らも領国内
の流通体系の確立に照応するもので・上級給入層は市場に安定性をもつ米を・下級給入は貨幣を
主要貢租 としていることが明らかとなった。
以上、七章十二節にわたる考察の結果、幕藩領主経済ゐ再生産に不可欠の商品流通は、十七世
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紀前期は領内市場を基盤とし、十七世紀後期(寛交 。延宝期)に至って全国的市場 との関連性が
密接になり、全国的な流通機構が確立することが確認された。そして、かかる流通機構は幕藩領
主の主専性の もとに確立して訟り、とくに米穀流通に診いては顕著であるとい うことができる。
かかる体制がいつ、 どの ような方向で解体するかを明らかにするのが今後の課題 となる。
論 文.審 査 結 果 殉 要 旨
本論文は、幕藩制確立期の商品流通 を、東北諸藩(南部 。秋田・津軽等)を素材として究明し
ようとするものである。
論者は、全国的商品流通機構の存在が幕藩制成立の前提であるとする従来の通説に対して疑 問
を抱き、幕藩制の成立後に全国的商品流通機構が形成された とする見解を、各領主の掌握する領国
市場の存在形態、ならびにそれが全国的市場へ包摂されていく過程を明 らかにすることによ。て、
論証 しようとする。
これを論証せんがため、論者はまず第一章で、秋 田に於ける豊臣氏直轄地の財政収支状態知 よ
び大名秋田氏のそれを分析することによって、豊臣期に澄ける流通機構を究明する。論者は、精
密な史料批判にもとづき、従来の詰説に批判を加え、豊臣氏の直轄地知よび秋田氏の領地から収
められる蔵米がお澄むね現地で処分された事実 を明らかに し、このことか ら、豊臣期にみける全
国市場の形成を否認し、 この時期の領主経済が上方と不可分の関係にあったとする説を再検討す
る必要があることを強調 している。
第二章では、南部藩を事例として、藩体制確立期における領内市場の成立とその構造が究明さ
れる。論者は、藩の確立期を十七世紀後期に求め、 この期にいた。て、城下町を中核とし在町一
市町を従属させる領内流通機構が確立 したとして、その過程澄よび構造を詳細に叙述 している。
このような領内市場が全国市場 に包摂されていぐ過程を究明しようとするのが第三章である。
論者は、領主米の上方廻送の変遷 を考察しっつ、幕藩制初期に訟ける遠隔地商業の担当者を「初
期豪商」とする説に批判 を加え、領主米流通の特殊構造を明らかにし、全国的市場の確立を展望
する。まず第一飾では、秋田藩を事例 として、元和 ・寛永期の上方廻米が述べ られ、 この時期に
澄げる領主米の廻送 ・飯売に当ったのは藩自体であり、価格差利潤は領主によウて吸収され、商
人は舟賃または蔵敷料の収得者である、 とい う新説が提示される。ついで簗こ:節に澄いて論者は、
津軽藩を事例に、寛文期以降領主米の仕向地が大阪に移 。ていく過程 を考察 し、ここに、上方商
人が価格差利潤を完全に収得する体制の形成ならびに大阪の全国的中央市場 としての確立をみて
いる。 この章で展開されている論者の見解は独創性に富み、本論交の中心酌部分をなすものとい
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えようo
第四章では、主として南部藩を中心に、領主米の江戸廻送とその展開が考察される。論者は、
江戸廻米の初期形態が参勤交代にともない江戸藩邸で消費される台所米であるという、注目すべ
き説を提示し、つぎに江戸廻米が発展する段階に澄ける水運機構および廻米の形態について詳述
したのち、 ここでも価格差利潤を藩が収得する体制であったことを論 じ七いる。ただその利潤を
商入が収得する体制へ移行する過程については、今後の諜題とされている。
第五:章は、確立期藩経済に誇ける領国貨幣の問題である。論者は、領国市場の独自性に即応 し
て領国貨幣が行なわれていた事実に注目する。 比較的短い章ではある瓜 従来の研究で看過され
ていた問題だけに、いくつかの注目すべき事実が提示されている。た とえば、領内から貨幣を江
戸に現送 していた事実のごときはそれであり、また幕府の元緑期貨幣改鋳が領国貨幣の否認に澄
いてもつ煮義を揖摘 したことも、論者の大 きな創見といえようb
さて、第五章までは、主として領主米の流通に関連 しているが、第六章では、南部藩に澄ける
特産物の流通を中心に、論が展開されている。 ここで特産物 としてあげられるのは、紫根 ・海産
物澄よび木材である。まず紫根については、藩による紫根の独占的買上制の成立過程澄よびその
集荷 。販売の形態を述べ、初期専売についての新 しい事例を提供する。つぎに水産物吾よび木材
については、それぞれの流通形態を詳述し、それ らが商入の請負で、価格差利潤は商人に収得さ
れ、藩は商人から運上を収めたことを説いている。以上特産物流通についての事実は、論者によ
ってはじめて明らかにされた ものである。ただ、領主米の流通が藩を主体とするのに対して、特
産物のそれが論澄むね商入に任されたとすれば、かかる流通形態の差違はいかに説明されるべき
であるか瓜 今後に残された問題であろう。
策七章は、地方知行制下の南部藩家臣の貢租形態を分析 したものである。論者は、給人財政 と
商品流通の関連を究明しようとする意図 をもっているが、 も。ばら商品流通にかかわる窮六章ま
でとは異質的で、むしろ副論文的性格 をもつ ものというべきであろう。給人の貢租形態を諸類型
に分けてこまかに分析 したのち、上層給入は米を、下層給人は貨幣を、主要貢租 としていたこと
を明らかにしている。全藩的規模で地方知行の形態を分析 した好論といえよう。
以上を通観すると、論者はその行論に当って、 よく基太的一史料を博捜し、いままで知 られてい
左かったもろもろの事実を明らかにした。 しかもそれにとどまることなぐ、史料の精密な考証に
よ。て、従来の諸説に縦横の批判を加え、随所に創見 を狗出し、独自の研究体系を形成 している。
ただ主 としてく東北諸藩に素材を求めて、幕藩制確立期の商品流通 という大きな問題に取組んだ
ため、な澄論証の余地 を残 しているものがあるし、 また、旧説に対抗 して大胆 ともいうべき創見
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を提示 したため、将来一部批判の対象 となる もの もあるであろ う。 しか しそれ らの補完 は、む し
ろ少壮篤 学な論者 の今後 に期待すべ きで あ久 この ような論 文を作成 した論者の精力的研究態度
と創見 を学界に提示 しようとした意欲は、高 く評価されて よいで あろ う。
な輸本論文は、論者 の膨大 な研究計画の一部分 をなす ものである。
以上の理由 をも。て、本論文の提出者は、:文学博士 の学位 を授一与される十分の資格を もつ もの
と認 め られ る。 昭和42年5月16日
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